
様式第９ 

特定建設作業実施届出書 

                                 令和○年○月○日 

伊 勢 原 市 長 殿              

 届出者 
氏名又は名称及び住所並びに法
人にあつてはその代表者の氏名 

■■建設株式会社  
伊勢原市○○一丁目▲ｰ▲ 
代表取締役 ○○ 

                               電話番号 0463-xx-xxxx 
 

                

特定建設作業を実施するので、                   の規定により、次のとおり届け出ます。 

  

 

 

 

建 設 工 事 の 名 称 ○○ビル解体工事 

建設工事の目的に係る施設又は工作物の種類  鉄筋コンクリート３階建て 

 

特定建設作業の種類 

（該当番号に○印） 

騒 音 規 制 法 振 動 規 制 法 

１ 
くい打機、くい抜機又はくい打くい抜機を使用す

る作業（アースオーガーを併用する作業を除く。） 
１ 

くい打機、くい抜機又はくい打く

い抜機を使用する作業 

２ びょう打機を使用する作業 ２ 
鋼球を使用して建築物その他の工

作物を破壊する作業 

３ さく岩機を使用する作業 ３ 舗装版破砕機を使用する作業 

４ 
空気圧縮機を使用する作業（さく岩機の動力として

使用する作業を除き、原動機の定格出力が 15kW 以上の

もの。） 
４ 

ﾌﾞﾚｰｶｰ（手持式の物を除く。）を使

用する作業 

５ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ又はｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄを設けて行う作業  

６ 
ﾊﾞｯｸﾎｳを使用する作業(環境大臣が指定する低騒音型

のものを除き、原動機の定格出力が 80kW 以上のもの。) 

７ 
ﾄﾗｸﾀｰｼｮﾍﾞﾙを使用する作業(環境大臣が指定する低騒

音型のものを除き、原動機の定格出力が 70 ｷﾛﾜｯﾄ以上の

もの。) 

８ 
ﾌﾞﾙﾄｰｻﾞｰを使用する作業(環境大臣が指定する低騒音

型のものを除き、原動機の定格出力が 40 ｷﾛﾜｯﾄ以上のも

の。) 

特定建設作業に使用される騒音・ 

振動規制法施行令別表第２に規定 

する機械の名称、型式及び仕様 

騒 音 規 制 法 振 動 規 制 法 

ジャイアントブレーカー（型式：○○-▲） 

ハンドブレーカー（型式：□□-××） 
ジャイアントブレーカー（型式：○○-▲） 

特 定 建 設 作 業 の 場 所 伊勢原市○○二丁目▲-▲ 

特 定 建 設 作 業 の 実 施 の 期 間 
自 令和○年   4 月    15 日 

至 令和○年    4 月    30 日      作業日数   10 日間 

特定建設作業の開始及び終了の時刻  
作 業 開 始 作 業 終 了  作 業 日 １日の実働時間 

自 9 時 至 1 7 時 日・祝日を除く                 7 時間 

騒音・振動の防止の方 法 防音シートの設置、低振動型建設機械の使用 

発注者の氏名又は名称及び住所並びに法

人にあってはその代表者の氏名 

伊勢原市○○三丁目▲-▲ 

株式会社■■ 代表取締役 ○○ 

電話番号 0463-xx-xxxx 

届出者の現場責任者の氏名及び連絡場所 現場責任者 ○○                            電話番号 0463-xx-xxxx 

下請負人が特定建設作業を実施する場合

は、当該下請負人の氏名又は名称及び住

所並びに法人にあってはその代表者の氏名 

伊勢原市○○四丁目 ▲-▲ 

株式会社■■ 代表取締役 ○○ 

電話番号 0463-xx-xxxx 

下請負人が特定建設作業を実施する場合

は、当該下請負人の現場責任者の氏名及

び連絡場所 
現場責任者 ○○ 

電話番号 0463-xx-xxxx 

※ 受 理 年 月 日  ※ 審 査 結 果  

■騒音規制法第１４条第１項（第２項） 

■振動規制法第１４条第１項（第２項） 
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 備考 1 この届出書は、騒音規制法施行令別表第２・振動規制法施行令別表第２に掲げる特定建設作業の種

類ごとに提出すること。 

    2 特定建設作業の種類の欄には、騒音規制法施行令別表第２・振動規制法施行令別表第２に掲げる作 

業の種類を記載すること。 

    3 特定建設作業の実施の期間の欄には、その期間中作業をしないこととしている日がある場合は、作

業をしない日を明示すること。 

    4 特定建設作業の開始及び終了の時刻の欄の記載にあたつては、作業の開始時刻及び終了時刻並びに

実働時間が同じである日ごとにまとめてさしつかえない。 

    5 ※印の欄には、記載しないこと。 

    6 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

 

特定建設作業実施届出書の作成にあたっての注意事項 

表 中 

番 号 
記載内容 

① 宛名は、「伊勢原市長」とすること。 

② 特定建設作業を実施する元請業者を記載すること。 

③ ○○ビル解体工事、○○工場改修工事、○○道路整備工事等の工事名を記入すること。 

④ ○○ビル、鉄筋コンクリート３階建て事務所等の工事を行う施設や工作物について記入すること。 

⑤ 
特定建設作業の対象となる機械について記入すること。なお、環境大臣が指定する「低騒音型・低

振動型建設機械」は届出の対象外となります。 

⑥ 特定建設作業を伴う建設工事が行われる場所について記入すること。 

⑦ 
建設工事のうち、特定建設作業を実施する期間とともに、右欄には、特定建設作業を実施する期間

の総日数について、記入すること。 

⑧ 

特定建設作業の作業開始時間及び作業終了時間を記入するとともに、作業日（日曜・祝日を除く）

のほか、１日当たりの実働時間を記入すること。なお、特定建設作業の実施に当たっては、「特定

建設作業に伴って発生する騒音・振動の規制に関する基準」を遵守すること。 

⑨ 
防音シートの設置・低振動型建設機械の使用などのほか、「使用時間を最小限とする」「連続作業を

避ける」など、騒音（振動）防止のための具体的な措置内容を記入すること。 

⑩ 発注者が法人の場合、代表者の氏名まで記入すること。 

⑪ 届出者（元請業者）のうち、現場責任者の氏名と速やかに連絡が取れる電話番号を記入すること。 

⑫ 
下請負人が法人の場合、代表者の氏名まで記入すること。なお、下請負人がいない場合は空欄とす

ること。 

⑬ 下請負人のうち、現場責任者の氏名と速やかに連絡が取れる電話番号を記入すること。 

 

添付書類について 

 当該特定建設作業の場所の付近の見取図 

 特定建設作業を伴う建設工事等の全工程の概要を示した工事工程表 

※工程表中に「特定建設作業の工程」を明示してください。 

 特定建設作業で使用する重機等のカタログの写し 


